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紀要編集委員会規程
1 .紀要編集委員会は「研究紀要jおよび「学生紀嬰」の編集に当たる。
2.紀要編集委員会は各学科より 1名以上の委員をもって構成する。紀要編集委員会には委員
長をあく。
3.紀要編集委員会は次に定める業務を取り扱う。
(1）原稿の収集，整理および保管
(2) 研究活動の実績の把握
(3) 編集規程に関する事項
(4) その他編集に関する事項
研究紀要編集規程
I 総 則
1 .本誌は原則として年1回あるいは2回発行する。
2.本誌に論文等を発表できるのは本学専任教官に限る。ただし，本学以外の共同研究者を含
むことはさしっかえない。
3.本誌には論文，作品発表および研修等の研究活動の記事についても掲載することができる。
4.論文は未公刊のものに限る。
5.著者は所定の用紙に表題・著者名等を記入して，提出すること。
6.論文等の採否 ・掲載順などは紀要委員会に一任する。
7.紀要委員会は原稿中の字句等について校訂を行ない，また論文の体裁等について再検討を
求めることがある。論文の校訂に当たっては紀要委員以外の本学教官の協力を求めることも
ある。再検討を求められた著者が原稿を紀要委員会が定めた期日までに再提出しない場合は
原稿をとり下げたものとみなす。
8.論文の一編の長さは，原則として図・表を含め印刷面16ページ （400字詰原稿用紙で約50
枚相当）以内とする。
9.本誌への掲載は特別な場合を除いて無料とする。
10.校正は初校および再校を著者校正とする。
11.別刷は50部までは無料とするが これを越える分は著者負担とする。
I 執筆要項
1 .原稿は，原則として所定の原稿用紙を用いて書くこと。
2.論文等の原稿には表題 ・著者名を記載すること。表題は内容を適切に表わすものであるこ
と。
3.論文等の原稿には，英文の表題 ・著者名をつけること。 なお論文には英文の抄録を添える
ことができる。 抄録は 200語以内とし，タイプ印刷すること。
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4.論文は本文と文献からなり，本文は次のような項目順で記載されることが望ましい。
(1) 緒言（はじめに，はしがき，緒論，序説， 目的，問題）
(2) 方法（研究方法，研究手続き，材料および実験方法）
(3) 結果（研究結果，調査結果，実験成績）
(4) 考察（討論，検討，論議）
(5) 結語（おわりに，まとめ，総括，結論， 要約，謝辞）
5.原稿はで’きる限り簡潔に記述する。
6.本文は次の点に留意のこと。
(1) 論文の原稿は文章口語体 （である調）で書くこと。
(2）原稿はひらがな，現代かなづかい，常用漢字により，ペンまたはボー ルペンを使用する
こと。
(3) 外国人名 ・地名などの固有名詞は殴語を用い一般に通用している学術語等は殴語を用い
ないこと。
(4) 数字はすべてアラビア数字を用いること。
(5）原稿用紙l区画に l字をあてること。句読点 ・カッコにも 1区画を与えること。ハイフ
ンは区画の中に書くこと。区大文字 ・数字は2字（大文字は1区画に1字）の割合で書くこ
と。
(6) 行の書き出しと改行は l字下げて書くこと。
(7) 原稿の段落に見出しをつける場合は見出しにl行 （大見出しは2行） をあてること。見
出しの数字はI, 1, (1）の順とすること。
(8) 文章中の式は苦士のごとく 21r，こするのはさけ， (a十b)I (c+d）のごとく示す。
(9) 混同しやすい文字や記号は はっきり区別出来るようにする。間違うおそれのあるもの
はイチとエル，ゼロとオ一等と，マス目外に朱書すること。
(10) 添字は〉，〈（朱書き）で上ツキ下ツキを指定すること。
7.文献は次の点に留意のこと。
(1) 引用文献は下記の例に準じ，本文中の該当人名あるいは事項の右肩に1),1）～3）のように小
さな数字で通し番号を付し，論文末尾の文献の項に番号順に一括記載する。
（例） a) 雑誌引用の場合
山西貞 ・府川誠子：伊予柑の香気特性について，日本農芸化学会誌，第54巻， 第
1号，p21, 1980 
b) 単行本引用の場合
水谷光 ：ダンス指導ハンドブック，大修館書店， 1975,p 101 
c) 学会講演要旨集の場合
布上恭子 ・奈良くり ・川端ひろ子 ：婦人の健康生活について，第10回日本体育学
会講演要旨集，1971, p 2 
8.注は脚注（それぞれのページの下部に入れる）とし，その事項の右肩にアステリスク
（本，本木）を付す。
9.図・ 表は次の点に留意のこと。
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(1) 図 ・表は別紙に 1つずつ記載し， 本文中に記載しないこと。 （図 ・表にはそれぞれ著者
名を鉛筆で記入すること）
(2) 図・表の挿入箇所は，原稿欄外左に朱書きして指示すること。
(3) 図・表は本文中「次の表J 「上の図」のような表現を用いず，「図l」，「表2」のよ うに
書くこと。
(4) 図 ・表には，必ず題目をつけること。題目は内容を適切に表わすものとする。
(5) 図は大き目に明僚に書くこと。 （著者の原図がそのまま使用できるよう に，図は白紙ト
レース紙又は淡青線方眼紙にていねいに墨書きすることが望ましい）
(6) グラフの両座標軸には それぞれ目盛りと数字を記入すること。座標軸には名称、と量を
表わす単位記号を書くこと。
(7) 図の番号，題目および説明（図中の記号に対する種別指定も含む）は図の上又は下に番
号を付し，題目，説明の順に記載する。ただし簡単な説明を図中に入れた方がわかりやす
いと きは記入すること。
(8）写真は明僚なものを提出し，図と同様に番号 ・題目をつけ，説明がある場合は題目の下
に記載すること。
(9) 表の番号および題目は表の上に記載し 説明文がある場合はこれの下に記載すること。
(10) 表には横けいを用いて区分を行なう こと。表の左右の端の縦けいは用いないこと。その
他の縦けいは必要に応じて用いること。
(1) 表中ではできる限り脚注を用いないこと。やむをえず脚注を用いるときは，その事項の
右肩に①② を付し， 表の下に記載する。
編集申合せ事項
1.同一著者の論文を2つ以上同一号に掲載しない。ただし，2人以上の共著の場合はこの限
りでない。
2.原稿の受付は常時行なう。ただし，紀要の発行日 との関連から締切日を設定する。締切日
以前に予定号の予定のページ数に達した場合には， その時点で締め切り，それ以後に受理し
たものについては次号に掲載する。予定のページ数に達しない場合でも，受理した分のみで
編集する。
3.編集あるいは執筆上での疑問点は，編集委員に相談のこと。
